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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【ＰＴＡ環境整備作業ありがとうございました！ ～学びの環境が整いました。～】
８月４日（日）の早朝７時から令和元年度のＰＴＡ環境整備作業が行われました。お休み、そして

たいへん蒸し暑い早朝にお集まりいただきありがとうございました。
厚生委員長様と学校の厚生委員会担当の先生の段取りのもと、ＣＧで全体会を開いた後、各担当に

分かれて作業開始となりました。その間、厚生委員長さんに“東奔西走”していただいた結果、円滑
な作業の進行と事故防止に努めつつ作業にあたることができました。
整った環境はそれ自体勉強や生活への意欲づけの土台ともなります。きれいな窓、除草された植え

込み、クロカンコースまで整備いただきました。本当にありがとうございました。

【田村Ｐ連研究大会事務局を務めました！ ～会長様のもと円滑に会が進行しました。～】
８月４日（日）は令和元年度の田村地方ＰＴＡ連合会の研究大会の日でした。春に本校佐久間会長

様が田村Ｐ連会長に就任されてから、会長様には、県Ｐ連会議への参加、町Ｐ連の役員としての会合
等への参加、自校のＰＴＡ諸活動への主催者としての務めなど、さまざまな活動の中心としてご活躍
いただいています。おかげさまをもちまして、学校は、保護者のみなさんとの密なる連携のもと、子
どもたちの数々のがんばりをこの紙上でもたくさんご紹介できる状況が続いております。今後とも、
学校とご家庭との親密なる連携・協力の下、子どもたちのがんばりを認め、励ましてまいりたいと存
じますので、どうぞよろしくお願いいたします。
さて、研究大会は、２ヶ月前にはその準備を開始し、大会の周知や参加者のとりまとめ、会場であ

る田村市文化センターとの打合せ、講演会の講師選定とその依頼など、枚挙にいとまがないほどの事
前の準備が必要でした。会長様と本校教頭先生が中心となって事務は進められ、無事、大会を迎える
ことができました。ありがとうございました。
前日の３日（土）の午後には、田村Ｐ連の役員と研究大会で各単Ｐの実践を発表していただくみな

さんが、会場準備やリハーサルにお集まりいただきました。集まってくださったみなさんの積極的な
取組のおかげで準備会は能率的に進み、発表のための機器の具合も良好でした。
大会当日は、多くの単Ｐのみなさんにご協力をいただき受付開始。開会式での佐久間会長様のごあ

いさつに続き、田村Ｐ連の活動にご功績のあった方々への感謝状の贈呈が行われました。昨年度、田
村Ｐ連副会長を務められた本校前ＰＴＡ会長の菊地様も表彰を受けられ、三春中学校父母と教師の会
の新旧の会長様が壇上に勢揃いなされました。
その後、ご来賓としておいでいただいた県中教育事務所総務社会教育課社会教育主事の関根敦先生

から県中教育事務所長様に代わってごあいさつをいただいた他、田村地方市町長会長の鈴木義孝三春
町長様、田村地方市町議会議長会副会長の佐藤弘三春町議会議長様、福島県市町村教育委員会連絡協
議会田村支会長の榊原貞治小野町教育委員会教育長職務代理者様よりごあいさついただきました。
開会式に続いて全体会が行われ、担当単Ｐより実践発表をいただきました。『広報・教養』は常葉

小学校父母と教師の会様、『施設・設備』は中郷小学校父母と教師の会様、『厚生・補導・家庭教育
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・進路』は飯豊小学校ＰＴＡ様よりの発表でした。各単Ｐの実践報告に接し、田村地方全体が、ＰＴ
Ａ活動の目的を理解し、それぞれに子どもたちや学校の支援者として努力しているということが確認
できた機会となりました。全体会の指導助言では、開会式でごあいさついただいた関根先生よりも、
田村Ｐ連全体の取組のすばらしさを賞賛いただくことができました。
そして、最後のコマは『講演会』でした。演題は、『子どもたちの健やかな成長を願って』～子ど

もたちの現状から親としての関わり方を考える～で、福島市在住の学校教育相談員の山本和宏先生を
講師にお迎えしての講演会でした。そのご講演のプロットとしては、『はじめに』※人（子ども）は
自分以外の人から大事にされて初めて自分を大事にできる。『１ 子どもたちの現状～さまざまな要
因が引き起こす一般的な傾向～』※最近の子ども・若者事情、『２ 親としての望ましい関わり方～
特に大事にしたい視点～』（１）親が変われば子どもも変わる。※子どもの前で悪口を言わない。（２）
自己肯定感を育てる。※決めつけた対応、二重メッセージは禁句、『３学校・家庭・地域の連携』、『お
わりに』※親（教師）自身が自己肯定感を高め、子どもとじっくりと関わらなければ子どもの成長は
期待できない。という筋立てでご講演いただきました。
（１）『親が変われば子どもも変わる』では、子どもの話に真剣に耳を傾けることができる親になり、
子どもとの信頼関係を構築しよう。わが子の発する信号をいち早く読み取るために３つの『～ぷり』
（食べっぷり・付き合いっぷり・遊びっぷり）に気をつけ、『見る』から『看る』へと転換し、わが
子のことをよく知ろう。自立にむけ、制限は入れつつも、『これでいい』ではなく『これがいい』と
いう自己決定の場面を意図的に設定しよう。親は先回りしすぎず、出番を考え、自己解決力・折り合
いの付け方を身につけさせていこう。成就感→やる気・意欲→自立にむけ子どもは褒めて育てよう。
失敗経験は早くにさせる方がよく、３つの『かく』（汗をかく・文字をかく・恥をかく）を大事にし
よう。『斜めの関係』から学ぶことは大切で、家庭や学校では体験できない貴重な体験の場として、
地域行事へ積極的に参加させよう。ちょっと難しいと思われることでも、『君ならできる！』とチャ
レンジさせる機会を作ろう。父親ももちろん子育てに参加し、家族の枠を超えたネットワークの構築
を心がけよう。子どもの自己肯定感を育てるために、親は子どもの前で、先生・友達・その保護者な
どの悪口を決して言ってはいけない。とお話いただきました。
（２）『自己肯定感を育てる』では、自己肯定感とは、自分は何よりも大切な存在であるという感じ
方であり、それにより、よりよい自分になるために前向きに努力できる人となることができる。自己
肯定感の高い子どもはポジティブ思考に向かい、社会への適応力が高く、失敗しても再チャレンジで
きる強さがある。大事にしたいことは、出番（家庭の中での役割分担）を大切に、子どもにその役割
を任せ、見守り、家族の一人ひとりが主役となれる家庭を作ることである。学校のことについては、
特に、思春期は友達からの影響が大きい時期であり、他者と比較しないようにしよう。親として望ま
しくない虐待（体罰）や否定的態度はもちろんのこと、選択権を子どもに与えなかったり過保護であ
ったりすることもしてはならない。自己肯定感を高める褒め方・叱り方（望ましいしつけ）として、
愛情を基本に、一貫性・公平性をもって、タイミングを逃さない即時の対応で、子ども自身が納得で
きるように働きかけを行うことで自己肯定感を育てていこうというメッセージをいただきました。
そして、最後に、以上のようなことの実現のためには、学校・家庭・地域の連携が大切であり、地

域行事への積極的な参加による『斜めの関係』（第三の大人）の重要性を含め、それぞれからの情報
の提供・共有を心がけ、『学校でも・家庭でも・地域でも』の合い言葉のもと、元気なあいさつ、よ
い行為への褒め言葉、その場でのダメなものはダメという方向性をもって、『地域の子どもは地域み
んなで育てていこう』と締めくくっていただきました。
田村Ｐ連研究大会はこうして成功裏に幕を下ろしました。ありがとうございます。お疲れ様でした。


